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最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 1,065 0 0 0 1,065 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 110,168 13,070 0 8,099 88,999

●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 14,437 6755 0 75 7,607 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源 ●

Ｈ２２ 4,818 0 0 0 4,818

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源 ●

Ｈ２２ 14,007 0 0 0 14,007

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 18,492 4,490 0 0 14,002 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源 ●

Ｈ２２ 20,285 0 0 144 20,141

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 19,539 3086 0 0 16,453 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源 ●

Ｈ２２ 80,000 76019 0 0 3,981

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 24,885 46 0 0 24,839 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 3,420 0 0 2 3,418 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 248 0 0 0 248 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 4,219 0 0 0 4,219 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 2,421 1,761 0 0 660 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 2,354 1886 0 0 468 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 27,026 0 0 0 27,026 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 8,694 0 0 255 8,439 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 121,064 7,574 0 16,053 97,437 ●

最終予算額 国・県支出金地方債 その他 一般財源

Ｈ２２ 10,183 5960 0 0 4,223 ●

小項目中項目

（15）学校支援地域本部事業
費
（9-4-6）

→ 重 要 度

（14）放課後子ども教室推進
事業費
（9-4-5）

実
現
度
�
B
→ 重 要 度

実
現
度
�
B
→ 重 要 度

実
現
度
�
B

①教育委員会会議の開催
回数

②教育委員会会議の運営
上の工夫

（17）体育施設費（9-5-2）

実
現
度
�
B

（１）教育委員会の会議の運営改善

（２）教育委員会の会議の公開、保護者
や地域住民への情報発信

（9）教育委員会事務局（所管施設含む）の職員及び県費負担に係る
教職員の人事の内申に関すること

①会議録調整などの状況

(7) 教育予算その他議会の議決を経るべき議案の原案を決定する
こと

○教育委員会と首長との意
見交換会の実施

(8) 教育行政相談担当者の設置及び公表

（５）教育行政の基本方針や教職員研修の基本方針を定めること

→ 重 要 度

実
現
度
�
B

→ 重 要 度

実
現
度
�
B
→ 重 要 度

（16）保健体育総務費（9-5-
1）

（６）教育委員会規則及び規程を制定し、又は改廃すること
実
現
度
�
B

実
現
度
�
B

実
現
度
�
B

実
現
度
�
B

（３）教育委員の研修及び自己研鑽

（４）教育委員会と首長の連携

②会議録の公開、広報の状
況

○研修会への参加状況

実
現
度
�
B

実
現
度
�
B

総 合 評 価
〇行政執行における重要度を意識し、その実現については担当部署（係）において努力している。
〇教育行政方針に基づいた施策の展開が出来ている。詳細にわたるデ－タの集積を評価根拠にすることは今後の課題である。
〇教育行政情報の公開については、ホ－ムペ－ジ上で掲載し適宜更新している。
〇高知県教育版アクションプランは、土佐町教育振興基本計画（豊かな心を育む教育）をベ－スに子どもたちの生きる力の育成と教育風土の高い町づくりの推進を基礎にした事業を行った。

（19）子育て支援費（3-2-6）
実
現
度
�
B

○ポッポ広場は年間約3000人が利用。（一日平均6組の親子が利用する。）里帰り中の親子や町外からの参加もある。
○該当の各家庭に配布するポッポだよりは、声かけと一緒に手渡すようにする.。支援センターを利用していない家庭には、今年度から配属さ
れた生涯読書活動推進委員と共に家庭を訪問し、絵本の読み聞かせと一緒に家庭に届け、親子に喜ばれる。
○母親が自慢の料理を他の母親に教える「簡単料理教室」は毎回好評で今年は8回開催する。次年度も続けたいとの声もでている。
○ポッポ広場は3か所（樹華夢・保育園・母子室）で行っているが、それどれの特色を出し運営できた。→ 重 要 度

２

教
育
予
算
に
基
づ
く
点
検
・
評
価

○体育指導委員研修など積極的に参加した。総合型スポーツクラブの立ち上げのための支援を行った。
○土佐町駅伝大会は、天候等で延期されたが、例年どおり実施し、町民の生涯スポーツへの意識を高めた。

○社会体育施設の利用頻度は高く、新たな体育団体も増加している。施設使用の優先権の設定が求められつつある。
○町民プールは、４０日間開放し、延べ2,363名の利用があった。
○耐震補強の必要のある体育館の整備が急がれる。

○夏季期間の班別補導の実施、夏祭りでの特別補導、常時補導活動も実施し、青少年の非行や安全に対する取り組みができた。
○補導件数、相談件数は、０であった。

○適切な図書館運営がされている。
○週休日・祝日も開館（毎週火曜日、年末年始は休館、開館時間午前１０時～午後６時）し、図書館利用者のサービス向上へ努めた。(年間３０
７日開館）
○図書館利用システムを導入して、貸出・返却作業を行っている。
○図書購入費を大幅に増額し、蔵書の充実に努めた。

（18）保育所費（3-2-1）
実
現
度
�
B

○土佐町全体の財政状況に許される範囲で編成することから、教育方針は反映しても、予算の見積もりを審議することは出来ていない。
○土佐町外国語指導助手設置条例の一部を改正する条例及び読書のまち宣言について原案を決定した。

○親育ちの研修等今保育士に求められている事についての積極的な取組ができた。
○督促・督促料について通知する等の徹底ができなかった。
○職員の不足により、入所希望者に即、対応できなかったことがあった。。

→ 重 要 度

実
現
度
�
B

○適切な施設管理がされた。

→ 重 要 度

実
現
度
�
B

実
現
度
�
B

（10）社会教育総務費（9-4-
1）

（７）中学校管理費（9-3-1）

○土佐町教育行政方針に基づき、特色のある学校運営がなされた。
○保小中連携が具体化し始めた。

○平成21年度までに行っていた事業のほとんどを高知県地域教育振興支援事業費補助金にあて、内容を再検討し実施した。予算は学力向上
対策費に計上し執行している。
○成人式の講師派遣委託料を活用し日頃聞くことのできない著名な講師や専門講師の講演会を開催しており、事業効果は高い。

実
現
度
�
B

（９）安全安心な学校づくり交
付金事業費（繰越）（中学校）
（9-3-31）

実
現
度
�
B
→ 重 要 度

（８）教育振興費（中学校）
（9-3-2）

○太陽光発電設備整備事業が完了し稼働し始めた。

○中島観音堂キンモクセイについて、保存工事を実施したことにより、樹勢が回復した。
○民俗資料の整理が必要である。

○教員住宅の設備について、修繕、部品購入等予想していなかった支出があった。
○奨学金の滞納者は昨年度より減ったが、現年度償還分がある滞納者の償還が滞っているため滞納額が増えた。今後とも滞納者への指導徹
底を図る。

実
現
度
�
B

○高知県地域教育振興支援事業費補助金を活用し、読書活動推進、学力向上、保小中連携、地域住民の学習の場の提供、子どもたち
の豊かな体験（自然体験、感動体験）、応援団員派遣の各事業を展開することが出来た。

→ 重 要 度

○順調に新ALTの招致がされた。
○定期的に保育園との交流ができるようになった。

→ 重 要 度

実
現
度
�
B
実
現
度
�
B

○適切な施設管理がされた。

（4）外国青年召致事業費
（9-1-4）

→ 重 要 度

実
現
度
�
B

（６）教育振興費（小学校）
（9-2-2）

実
現
度
�
B

（5）小学校管理費（9-2-1）

実
現
度
�
B

○教育委員対象の研修会は、４回開催され３回参加した。（市町村教育委員会連合会主催研修会は欠席であった。）
〇保育園、小、中学校を半日単位で訪問し、授業（保育）参観と教職員との懇談会を実施した。

→ 重 要 度

○１２回の内、日曜日１回、土曜日１回、夜間１回開催した。（週休日・祝日又は夕方開催の市町村数全国平均 10.6％）
○教育委員会会議議題について事前周知のため、議題を前もって送付した（９回）。（事前配布している市町村数全国平均61.3％）

→ 重 要 度

○会議録は、議案と審議結果のみを記載している。
○署名人及び調整者が署名している。

→ 重 要 度

（1）教育委員会費（9-1-1）

（３）学力向上対策費（9-1-
3）

○教育行政方針策定審議にあわせて議論し、方針を定めている。保育士研修及び教職員研修を嶺北地域で共同して行った。
〇町独自の地域交流研修・社会体験研修を行い、社会体験研修は、８人の教職員が６事業場で実施した。地域交流研修は延べ４８名が参加
した。
〇コーチング研修は、本年度から嶺北地域で共同して実施し、全体で２８名、内土佐町は７名の受講であった。→ 重 要 度

実
現
度
�
B

○事務局案を元に審議決定している。
〇教科用図書調査委員会規則外７規則を一部改正し、嶺北高等学校教科書補助金交付要綱外２規則を定め、高校修学費補助金交付規則外
３規則を廃止した。

→ 重 要 度

〇報酬については、会議開催回数の影響を受けない。
〇負担金の土長南国地教連、嶺北地教連ともに最少の経費で最大の効果が得られるよう努力しており、公的立場の講師招聘などで事務用消
耗品費の支出のみであった。

（2）事務局費（9-1-2）
→ 重 要 度

→ 重 要 度

→ 重 要 度

○教育委員会で指定し、ホームペ－ジで公表している。（法第１９条第８項）

→ 重 要 度

→ 重 要 度

○簡単な会議録（議題に対する可否の結果等）を作成し、ホームページ上で公開している。（会議録等を公表していない市町村数全国平均
59％）
○次回会議は、ホームペ－ジ上で予告している。

○土佐町教育行政方針に基づき、特色のある学校運営がなされた。
○保小中連携が具体化し始めた。

→ 重 要 度

○町長・副町長・教育委員・事務局・各教育現場等の出席のもとに教育行政施策及び子育て支援、保育園、小中学校、社会教育の現状につい
て教育懇談会を開催した（1回）。（全国市町村値 3回以上3.8％ 2回6.8％ 1回25.9％ 実施していない63.5％）

→ 重 要 度

平成22年度土佐町教育委員会の自己点検・評価シート

教育委員会制度は、首長から独立した合議制の教育委員会が決定する教育行政に関する基本的方針のもと、教育長及び事務局が広範かつ専門的な具体の教育行政事務を執行するものです。
このため、事前に教育委員会が立てた基本方針にそって具体的な教育行政が執行されているかどうかについて、教育委員会自らがチェックする必要性が高いことから、地方教育行政の組織及び
運営に関する法律第２７条の規定により、以下の項目について、自己点検・評価を実施し、議会への報告とともに公表します。

点検・評価

実
現
度
�
B

○本年度は１２回開催した。嶺北高等学校教科書購入補助金交付要綱の制定外、規則の制定改正は１１件で廃止規則は、土佐町高校修学
費補助金交付規則外３件であった。（全国市町村平均 １５．５回）
〇小学校教科用図書の採択年度であったが、規則改正により、調査委員会を嶺北地域で共同して行うことにより効果的な採択が出来た。

→ 重 要 度

１

教
育
委
員
会
の
活
動
及
び
管
理
・
執
行
す
る
事
務

○土佐町の教育の現状に配慮した適材適所の人事異動の内申が出来ている。

→ 重 要 度

実
現
度
�
B

○学校応援団の協力のもと、放課後子ども教室を行った。地域で子どもを守り育てる仕組み作りにつながっている。
○毎週水曜日には、５つの体験教室を実施した。
○放課後子ども教室申込児童は１２３名、毎日約６０名の児童が参加している。安全管理者の人数が十分でない。

○学校応援団推進本部実行委員会を６回開催し、学校応援の内容・課題等について話し合った。
○学校応援団員募集のリーフレット、また事業成果のパンフレットを作成し普及啓発、広報活動を行った。
○地域コーディネーター・学校支援ボランティア養成研修会を１回開催した。
○学校からの要請により、学校応援団が支援を行った。

→ 重 要 度

→ 重 要 度

→ 重 要 度

（11）文化財保護費（9-4-2）

（12）少年育成センタ－運営
費
（9-4-3）

（13）町立図書館費（9-4-4）

実
現
度
�
B

実
現
度
�
B


